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会  議  録 （１） 

会 議 の 名 称  入間市地域福祉計画進行管理委員会 

開 催 日 時 
令和元年１２月１７日（火） 

      午後２時００分  開会 ・ 午後３時２０分  閉会   

開 催 場 所 入間市役所 C棟５階 ５０３会議室 

議 長 氏 名 栗原正明 

出席委員(者)氏名 

橋本清美  山下惠久子 齋藤勝久  臼井 秀   白水 翠   

下里隆子  宮岡幸江  諏訪結花  平林佳代子  栗原正明 

橋本康夫 

欠席委員(者)氏名 伊藤祐一  青木和男  伊藤 翔  渡辺雅智 

説明者の職氏名 福祉総務課 課長 小久保安浩、主幹 浅見孝之、主任 松本幸文  

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議事録署名人の選出について 

４ 議 題 

（1） 第２次入間市地域福祉計画期間中の取組みについて（公開） 

（2） その他（公開） 

５ 閉 会 

非 公 開 理 由 なし 

傍 聴 者 数 なし 

配 布 資 料 ・第２次入間市地域福祉計画 取り組み評価一覧 

事務局職員職氏名 福祉総務課 課長 小久保安浩、主幹 浅見孝之、主任 松本幸文 

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

議 題 

（1）  第２次入間市地域福祉計画期間中の取組みについて 

・第２次入間市地域福祉計画における取組評価一覧について事務局より説明を行

い、各委員より質疑及び協議が行われた。取組みに対する評価について根拠が

分かりづらい点があったため、一覧表を見直していく。 

   (2)  その他 

      事務局より次の点について連絡した。 

     ・次回の地域福祉計画進行管理委員会については３月を予定 

     ・令和元年度いるま福祉懇談会の出席者数について 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

事務局 

 

 

栗原委員長 

 

 

宮岡委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

宮岡委員 

 

 

 （委員及び事務局の発言が行われた部分のみ記述する） 

第２回会議の議事録署名人は、名簿順に従い諏訪委員とされた。 

 

 

（議題（１）第２次入間市地域福祉計画期間中の取組みについて） 

 

 

今の説明に対するご意見、ご質問など何かありますか。 

 

 

台風１９号の要支援者への支援についてですが、防災訓練があまり役立っ

ていないように感じました。避難者名簿は自治会に提供されているが、把

握のみであり自治会任せにされても困ります。具体的な対応については、

もっと担当する課を明確にして、どのような課題があるか整理しなといけ

ないと思います。市内における今回の台風の被害はどれくらいあったので

しょうか。 

 

入間市の被害は床上浸水が１８件、怪我をした人が１人でした。避難所に

多くの方が避難され、少ない職員では対応できていないこと等、今回の災

害対応の課題については危機管理課でまとめているところです。要支援者

についても、今後個別支援計画の作成を進めていく必要があると考えてい

ます。 

 

個別支援計画があっても、地震や台風で、助ける側が被災したらどうなる

のでしょうか。福祉総務課から危機管理課へ支援の仕方や対策などを求め

た方が良いのではないでしょうか。 
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発 言 者 発 言 内 容 

 

臼井委員 

 

 

 

 

 

 

栗原委員長 

 

 

 

 

齋藤委員 

 

 

橋本（康）委員 

 

事務局 

 

 

宮岡委員 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

地域のことは地域みんなで考えていく時期だと思います。県も示していま

すが、支援する人もまずは自分の身を守らないといけません。身の安全の

確保をしてから要支援者の支援に向かうわけですが、要支援者を確認しよ

うとして名簿を見ようとしても、名簿の管理が厳しすぎるため、普段タン

スの奥深くにしまってしまい活用ができない。実際の災害で誰が誰を助け

るのか、よく話しあった方が良いのではないでしょうか。 

 

災害については福祉総務課だけではまとめきれないと思います。専門性の

のある件については、議題をしぼって、この地域福祉計画進行管理委員会

において説明や質疑応答をしてもらうよう出席を求めてもいいと思いま

す。 

 

議題によっては担当課を呼んだ方がいいと思います。危機管理課に防災の

話をしてもらうのもためになると思います。 

 

防災に関する専門の会議のようなものはないのでしょうか。 

 

現段階ではありません。 

（防災に関する定期的な実務会議はない） 

 

要支援者の扱いについて、その他の担当課はどのような役割があるのでし

ょうか。災害時に要支援者と確認がとれた場合、どこの課に連絡をすれば

よいのでしょうか。自治会で要支援者名簿を管理していてもできないこと

は沢山あります。 

 

１２月議会でも多くの防災に関する質問が出ました。地区の避難所に集ま
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

下里委員 

 

 

 

栗原委員長 

 

下里委員 

 

 

事務局 

 

 

 

山下副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

り、そのあと障害や要介護等でサポートが必要な方が２次避難所としての

福祉避難所（青少年活動センター、老人福祉センターやまゆり荘、勤労福

祉センター）に行くという流れについてはできていますが、地区の避難所

対応職員が１人、２人では対応できない等課題がありますので、危機管理

課で検討しております。 

 

危機管理課を交えて、災害が起きた際、当事者にしか分からないような事

案や課題をざっくばらんにお話しできる機会があれば良いのではないかと

思います。 

 

この委員会にプラスして関係課を呼ぶようなイメージでしょうか。 

 

そのようなイメージです。気軽に話せる場を設けられれば良いと思いま

す。 

 

地域福祉計画の内容は幅が広いので、テーマを絞った方が良いと思いま

す。例えば、今日ご意見を頂いた内容であれば災害対応ということになり

ます。 

 

危機管理課に疑問があります。民生委員としての経験ですが、要支援者の

方に、民生委員の方が必ず助けてくれるから安心ですと言われました。民

生委員と言えども、やはりまずは自分の身を守らなければなりません。必

ず助けに来てくれると言われるということは、危機管理課がそのような説

明をしているのではないかと思います。また、関係が近すぎると家の片づ

けに来てくれと言われることもあり、あまり近付きすぎてもいけない。一

人で何十人もの要支援者の対応はできない。 
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発 言 者 発 言 内 容 

諏訪委員 

 

事務局 

 

諏訪委員 

 

 

下里委員 

 

 

 

 

 

 

 

齋藤委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

橋本（康）委員 

 

 

個別支援計画の作成については進んでいるのでしょうか。 

 

作成に向けた検討は進めています。 

 

実災害では民生委員も自分の身を守らなければなりませんし、民生委員も

包括支援センターも忙しく、負担を感じている。 

 

要支援者の立場から言えば、車いすを利用していることや寝たきりである

ということ、要介護度などが個人情報に当たるため、名簿に記載できませ

んが、そういった情報がないと何人で助けに行けば良いか分からないし、

適切な支援ができないと思います。また、２次計画では障害者や子ども支

援のことにあまり触れられていないため、評価一覧には入っていません

が、３次計画では重点的な事項として記載されているため、一覧にぜひ取

り入れてほしいと思います。 

 

地域福祉に関しては具体的にどういったことをすれば良いのかが分かりづ

らい。例えば交通対策だと横断歩道の手前で止まろうとか施策が分かり易

いですが、地域福祉は具体的な対策が分かりづらいです。 

 

地域福祉計画は、子どもや高齢者、障害者といった各福祉プランの上位計

画と言われています。また、地域防災計画など関係する計画も盛り込まれ

ており、範囲が広く、理念的であるため、具体のことは各個別計画で記載

しています。 

 

評価一覧についてですが、分析のやり方についてはこれで良いのか疑問で

す。目標や取り組みが書いてありますが、会議を何回開いた等が取り組み

として書いてあり、だからどういった成果があったということがあまり見
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

事務局 

 

 

栗原委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

齋藤委員 

 

 

 

 

橋本（康）委員 

 

 

 

栗原委員長 

えないです。 

 

評価結果（達成度）に対する根拠等について関係課と調整し、内容につい

て再度調整します。 

 

他に何かご意見ご質問等ありますでしょうか。 

 

それでは議題（２）のその他について事務局より説明をお願いいたしま

す。 

 

（議題（２）その他） 

いるま福祉懇談会の地区別参加者数について報告いたします。参加者数に

ついては配付した資料の通りです。全体では３１３人の出席者となり、昨

年度より増加しております。 

次回の地域福祉計画進行管理委員会は、３月の開催を予定しています。内

容について何かご意見等ありますでしょうか。 

 

次は３月ですよね。（今年度は３回の開催ということになり）進行管理の

みを行っていく場合ではその回数で良いですが、他にも担当課を呼んで状

況を聞くなど、また何らかの勉強会をするのであれば回数が少なく感じま

す。 

 

防災を議題に挙げる場合は、福祉総務課だけでは実災害においてどのよう

に対応してきたか、細かい内容について分からない点もあると思いますの

で、危機管理課を呼んで欲しいと思います。 

 

内容については皆様の意見を参考に、事務局と相談させていただき、決定



 

 

8 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

したいと思います。 

 

これで議題全てが終了となります。全体を通して何かご意見ご質問等はあ

りますか。 

無いようでしたら、議事は全て終了したため、これで議長の職を解かせて

いただきます。ご協力ありがとうございました。 
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議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

      令和２年２月３日 

 

     議 長 の 署 名           栗 原 正 明                         

 

     議長が指名した者の署名           諏 訪 結 花                        

 

 


